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青森県周辺海域におけるキアンコウの生態および資源に関する研究	

 
本研究は，漁業資源として重要なキアンコウ Lophius litulonの主要産地である青森県で，

2005–2016 年に採集された標本を用いて，年齢と成長，食性，移動，資源量推定を行い，

新たな資源管理方策を提言したものである。まず，ディスク型タグとデータロガーを用い

た標識放流と水温履歴の解析により，津軽海峡で放流された個体の 82%は同海域と青森県

太平洋の水深 100 m前後の陸棚縁辺部に留まることを明らかにした。また，標本の分析に
より，5–7 月に接岸して産卵し，共食いを含む強い魚食性を示すことを明らかにした。さ

らに，背鰭第一棘横断面染色観察法による年齢査定法と，瘤状鼻管幅の性的二形を用いた

雌雄判別法を確立し，魚体を買い取ることなく成長解析と性判別を行う方法を開発した。

この新しい手法を用いて，青森県日本海・津軽海峡・太平洋のうち，津軽海峡で成長率が

高く，最高齢は津軽海峡で雌 23.6歳，雄 19.9歳に達すること，雌の方が高成長率であるこ

と，50%成熟全長はそれぞれ，雌 549 mm，雄 300 mmであることを明らかにした。これら

の結果をもとに年齢別漁獲量を求め，VPA 分析により，資源量は 2006 年から減少を続け

ていたが 2016年に若干回復し，504トンであったと推定した。一方，いくつかの仮定の元

に，回復措置をとるべき閾値を推定し，複数のシミュレーション結果から，放流すべき最

大体重，削減すべき漁獲係数についての試案を示した。また今後寒冷レジームになればさ

らに資源が低下すると予想した。最後に申請者は，資源動向のモニタリングの継続と，管

理手法の定期的な見直しが必要と提言した。 

本研究は，これまで未詳だったキアンコウの生活史特性を解明しただけではなく，具体

的な資源管理方策を提言しており，その成果は持続可能な漁業実現に向けた良いモデルと

なろう。よって審査員一同は，申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格のある

ものと判定した。 


